
男子 決 勝

戦評

得点できない時間が続く。８分過ぎに明野西３番佐藤のステップシュートで１点を奪い、その後も

２番谷藤の速攻などで１０分過ぎまでに６－３と明野西が追い上げを見せる。１４分過ぎにも明野
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西２番谷藤がミドルシュートを決め前半を３点ビハインドで終える。

後半は、下郡７番田崎の速攻や４番三重野のサイドシュートなどで引き離しにかかるが、明野

西も３番佐藤の速攻・ミドルで応戦する。１０分が過ぎて１４－９と下郡がリード。

明野西１番ＧＫ上村が再三のシュートを防いだが、下郡は速攻の勢いが衰えず追加点を重ねて

いく。両チームともディフェンスが機能し、セットオフェンスでは力の差は少なく感じられたが、下郡

の速攻の勢いが止まらず１９－１２で試合を終え下郡が見事優勝を果たした。

明野西
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スピードが持ち味のチーム同士の決勝戦となり、下郡４番三重野のカットインから先制点を奪う。

４分過ぎに下郡７番田崎・５番佐藤の速攻による連取などで５分を過ぎて４－０と下郡がリードを

広げる。明野西はシュートは放つものの、ラインクロスや下郡１番ＧＫ井手のキーピングを崩せず

第３４回 大分県ハンドボール春季選手権大会 決勝トーナメント

（兼 第２４回 全国小学生ハンドボール大会 大分県予選）

会場 ： 大分県立雄城台高等学校 体育館

8 5
下 郡 19 12



大分県ハンドボール協会 広報部



大分県ハンドボール協会 広報部


